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高温超伝導体 Bi2Sr2CaCu2O8+δ (Bi2212)はジョセフソン接合が原子レベルで天然に積層（670 層

/1μm）した構造（固有ジョセフソン接合系）をしている。固有ジョセフソン接合系をメサ状に加

工し空洞共振周波数を揃えることで、各接合で発生する交流ジョセフソン電流の位相同期動作が

誘起され、容易に検出できるレベルの強度(～数十 μW)をもつ単色の連続テラヘルツ波が得られる

[1, 2]。その高い超伝導転移温度～90 K と大きな超伝導エネルギーギャップ～60 mV によって、従

来の金属超伝導体では不可能な液体窒素での動作[3]と 2 THzを超える周波数での発振[4]が可能で

ある。しかしながら、発振出力はまだまだ不十分であり、その高強度化が最大の課題である。 

発振強度、発振線幅や放射分布に関するこれまでの研究結果から[5]、我々は、ジョセフソン接

合間の同期動作は十分発達おらず、また、現在の構造は電磁波放射に適した構造にはなっていな

いと推測した。そこで、メサ部と超伝導体基盤部の電気的整合性をコントロールすることでジョ

セフソン接合間の協調動作を促進させると同時に電磁波放射効率を上げる構造を検討し、メサ部

の外部に構造体を作り込む新しい試みを始めた。サファイア基板に貼った Bi2212 単結晶上に、幅 

80 μm 長さ 350 μm の矩形メサ状素子を作製し、その周りの超伝導体基盤部にスロットを複数配

置した素子において、当研究室比でこれまでの最高値の

2.3 倍（～80 μW）の発振出力を得た。図１は、フーリエ

変換赤外分光計を用いて 7.5 GHzの分解能と 4回の平均化

で測定した発振スペクトルである。室温動作の TGS焦電セ

ンサーを検出器として用いて、このレベルの信号が得られ

る。詳細は当日報告する。 
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